
裾野市の防災対応等

令 和 ６ 年 ４ 月 ２ ４ 日
裾 野 市 危 機 管 理 課



説 明 項 目

項 目No

説明の趣旨１

裾野市の地域の特性２

防災体制３

地震災害対応４

風水害対応５

火山災害対応６

その他
共助（コミュニティ）の必要性（地区防災計画策定推奨）、防災
アプリ等の普及、令和5年度防災業務予定

７

質疑応答８
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裾野市自主防災会長の皆さん方に対し、

裾野市の防災対応に関する概要を説明し、

防災対応上の現状及び特性等について認識

していただくとともに、防災意識の向上を

図る。

また、今年度７月２０日（土）に実施予

定の富士山火山避難図上演習について認識

してもらい、準備を含めたご支援・ご協力

をお願いするもの。

説 明 の 趣 旨
２
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最高気温（８月）
平坦部 ：30.8℃

須山地区：28.7℃

最低気温
平坦部 ：－2.2℃

須山地区：－9.0℃

年間平均気温
平坦部：14～15℃

降水量 ： 年間平均で約2,000㎜
多いのは6月～9月迄の4カ月間 南寄りの風

新東名

東 名

宝永火口
★ 令和２年６月３０日

～７月１日の大雨は、
累加雨量が約440mmで
須山地区が県内１位

★ 令和３年７月１日～
４日の累加雨量は、富
士山側（千福が丘付近）

で800ｍｍ超え
1990年代観測記録更新

■ 人口：約4.9万人(16位/35市町村)
■ 面積：138.12㎢(17位/35市町村)
■ 標高：78.5m～2,169m 標高差大
◆ 「健康文化都市」宣言（H7.12）
◆ 「平和都市」宣言（H27.12）
◆ 「財政非常事態宣言」（R3.2）
◆ トヨタ未来都市ウーブンシティ(R3.2)
※ 一作年11月上旬「建築本体工事」開始

2024～2025年に一部開所予定

2.1℃差

6.8℃差

裾野市の特性（地域の特性）
３

★ 令和５年５月７日朝
４時台雨量は45mm/1h
須山地区が、県内１位

６月２日～３日の間
１日累加雨量約620mm
須山地区が、県内上位



7/5（月）08:00現在の状況

（花園橋）
水防団待機水位 ：2.8m
氾濫注意水位 ：3.2m
氾濫危険水位 ：3.4m

（千福（寿）橋）
水防団待機水位 ：2.75m
氾濫注意水位 ：4.2m
氾濫危険水位 ：

7/3 2000時点の751mmを追加

令和３年７月１日～５日の降雨状況

千福が丘付近

４

雨量が違う！



【02:30の状況】

【00:10頃の状況】

【土砂災害危険度情報】
警戒レベル２相当： 黄色→注意
警戒レベル３相当： 橙色→警戒
警戒レベル４相当： 紫色→非常に危険

★濃紫色→極めて危険

★ 市内の居住地が殆ど

レベル４（紫色）となった。

令和３年７月３日（土）未明の裾野市の土砂災害の危険性
５
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降水量（２時間毎）の推移

市の瀬 須山 千福が丘付近

(mm/2h)

（時）7/1 7/2 7/3

千福が丘付近
非常に激しい雨

02:15 黄瀬川花薗橋
氾濫危険水位超越

01:55 佐野川寿橋
氾濫注意水位超越

2h で111mm
※2時台最多雨量

時間雨量 75mm／1h

2h で
90mm

須山も激しい雨

各地域の
降雨状況
差が出る

特性

「土砂災害警戒情報」発表
※土壌雨量指数危険値

令和３年７月１日（雨の降りだし）～３日（降雨ピーク時）の降水状況（推移）
６



令和３年７月３日（土）08:00頃
の黄瀬川（花薗橋）付近の状況

要配慮者利用施設「うぐいす」
からの河川状況

７

※ 昨年６月２日２３時頃も同一の様相
（夜間）



【静岡地方気象台資料】 ８令和５年5月７～８日の天気図



防 災 体 制
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• 地震（第4次被害想定）
東海地震（東南海・南海地震と連動含む）
元禄型関東震災、南海トラフ大地震

人 的

• 弾道ミサイル、武力攻撃

• テロ

• 大爆発、大事故

• 富士山の噴火
• 水害、土砂災害

自 然

裾野市地域防災計画
（富士山火山

防災計画含む）

裾野市水防計画書

裾野市国民保護計画

裾野市新型インフルエンザ等

対策行動計画

• 鳥インフルエンザ
（新型インフルエンザ）

※ 新型コロナウイルス感染症

国民保護法

水防法

災対法

新型インフルエンザ特措法

可能性のある災害と市の防災計画等

新型コロナウイルス感染症対処計画

１０
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長

令和６年４月現在
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令和６年４月現在

市役所（４０１）、各支所１(３)ヶ所災害対策本部、（支部）

各小学校 等１１ヶ所広域避難地（地震）

各広域避難地等主体に配置２６ 個防災倉庫

福祉保健会館、裾野高百周年記念会館、
南小校舎、須山研修センター４ヶ所救護所

各小学校 等２７ヶ所市指定避難所

市内福祉事業所施設７ヵ所、各保育園等１２ヶ所福祉避難所（２次避難所）※

福祉保健会館１ヶ所医療救護対策調整所

市民文化ｾﾝﾀｰ（１Ｆ）１ヶ所緊急物資集積所

運動公園１ヶ所自衛隊の活動拠点

総合グランド１ヶ所緊急消防援助隊の活動拠点

市民文化ｾﾝﾀｰ（２Ｆ、３Ｆ）１ヶ所警察災害派遣隊の活動拠点

石脇配水場等７（１６）ヶ所応急給水拠点（配水場）

運動公園、消防庁舎屋上、不二聖心女子学院
※ ＨＰ候補地は、逐次追加（千福が丘小グランド）３ヶ所防災ヘリポート

ヘルシーパーク裾野１ヶ所一時滞在者＆ﾘﾌﾚｯｼｭｾﾝﾀｰ

福祉保健会館（１ヶ所）（ボランティアセンター）

その他、緊急輸送路、避難路等※ 福祉避難所は、発災後３日目頃の開設を予定しています。

裾野市の防災体制（防災拠点）
１２



裾野市

区

区 長

区 住 民

区 自 主 防 災 会 組 織
（ 区 の 計 画 ）
※ 地 区 防 災 計 画 作 成 を
一 作 年 度 か ら 推 奨

地 域 地 震 防 災 指 導 員

消 防 団

自主防災会長須山地区火防隊

民 生 委 員 等
区未加入住民

国

国 土 交 通 省

自 衛 隊

等

県

警 察須山地区のみ

救出
救助
活動

裾野市の防災体制（各区）

※ 特に、十里木地区
外国人の方等

※ 避難行動支援者リストに基づき、
避難行動要支援者個別計画作成の推進

１３



災害発生

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市災害対策本部
９９２－１１１１（代表）

（危機管理課：９９５－１８１７）

小グループ毎
の安否確認

小グループ毎
の安否確認

小グループ毎
の安否確認

小グループ毎
の安否確認

小グループ毎
の安否確認

小グループ毎
の安否確認

○○区災害対策本部

区 長

自主防災会長

各
役
員
等
に
よ
る
活
動

○情報班
○避難・誘導班
○救出・救助班
○消火班
○災害時要配慮者班

・
・
・
・

（地震以外の災害
では、直接連絡）

（地震の場合）

デジタル防災行政無線
（半固定、車載、携帯）

自主防会長、区担当者等
が広域避難地へ赴き、
広域避難地班長に報告

「情報連絡票」

広域避難地（１１カ所）

広域避難地班長以下数名の職員
が、派遣され各地区の情報を市
災対本部に報告する

必要に応じ避難所の開設、救
護所の開設等を行う・

【デジタル防災行政無線の設置場所】 ※ 半固定型
市民体育館、東保育園、裾野駅、岩波駅、今里本村集会所、十里木集会所、富沢公民館、
本村下公民館、鈴原区集会所、峰下公民館、久根公民館、鹿島神社、原区集会所、
石脇公民館、千福公民館、下条公民館、

★ 必要により、情報収集のため職員派遣（巡回形式、常駐しない）（小グループとは、
各区で決めている
班・組・最寄等の
ことです。）

裾野市の災害対応（基準）
１４



区
の
避
難
地

区
の
避
難
地

○
○
広
域
避
難
地

○○小学校ｸﾞﾗﾝﾄﾞ

市指定避難所

○○小学校
体育館、校舎

○
○
組
・
班
の
避
難
地

○
○
組
・
班
の
避
難
地

オープンスペース
安全確保・安否確認

裾野市の避難の流れ（基準）
１５



■ 自宅等が全壊・半壊・焼失・浸水等により被害を受け、居住の

場を失った者（その恐れがある者を含む。）

■ 自宅に帰宅することが困難な者（帰宅困難者）

■ その他災害により生活の自立が困難な者

受入れ対象者

■ 市内で震度５弱以上の地震が発生したとき

（被害状況による。）

■ 避難勧告・避難指示等を発令したとき

■ 自主的な避難者があったとき（自主避難）

■ 南海トラフ地震（臨時）情報が発令されたとき（昨年５

月から運用）

地 震

開設基準

■ 避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告・避難指示等

を発令したとき
風水害

■ 開設後、今後の災害発生の危険性、住宅の応急修理の状況、応

急仮設住宅の建設状況等を勘案し、開設期間を設定

■ 基本は７日間、それ以降は、避難者の状況により延長

開設期間

（指定避難所）裾野市設置者

自主防災会・施設管理者・市職員・避難者による避難所運営本部運営主体

避難所開設の基本的事項
１６



■ 避難所の立ち上げを主導

■ 避難者や地域住民への情報伝達

■ 居住組（在宅避難者）の把握及び支援

■ 地域全体の防火・救助・防犯活動

自主防災会

（組織）

■ 広域避難地班職員と連携した施設・設備の被害状況や安全性の

確認

■ 学校や公共施設の管理

■ 避難所の運営支援（主に施設・備品）

■ 避難所運営組織から要請のあった事案について調整

施設管理者

■ （施設管理者と協力した）避難所の開設・閉鎖

■ 避難所の立ち上げ支援

■ 避難所の運営支援

■ 市災害対策本部への報告・要請

■ 避難所の避難者及び居住組（在宅避難者）の取纏めと情報提供

広域避難地班

職員（市職員）

避難所運営（開設）の主な役割分担
１７



地震災害対応

１８



内 容
区 分

相模トラフ沿い駿河・南海トラフ沿い被害の程度発生頻度

大正型関東地震

再来周期２００年～４００年

東海地震
東海・東南海地震
東海・東南海・南海地震

発生すれば
大きな被害
を及ぼす

比較的
高い

レベル１

の地震

元禄型関東地震

再来周期 ： ２，３００年

南海トラフ巨大地震

過去数千年間に発生した
したことを示す記録なし

発生すれば
甚大な被害
を及ぼす

極めて
低い

※1
レベル２
の地震

M８クラス（7.9～8.6） ※2
ほぼ０％～６％M８～９クラス

７０～８０％
今後３０年以内の発生確率

（レベルの区分無し） M７程度（6.7～7.3)
７０％程度

ほぼ０％～２％
３０％程度10年以内

３０％程度

※１ レベル２の地震：あらゆる可能性を考慮した最大クラスの地震・津波 想定外防止
※２ 従来、大正型・元禄型関東地震と評価していたものを一括評価したもの（震源域の多様

性により単純に２つの型に分けられないとしてM８クラスの地震として一括評価）

※ 第 ５ 次 被 害 想 定
今 年 度 改 正 予 定

第４次地震被害想定の考え方
１９



震度６弱 １３５.５ｋｍ２

震度６強 ４９.０ｋｍ２

震度６弱 ７８.３ｋｍ２

震度５強 ８.２ｋｍ２

震度７ １１.９ｋｍ２

震度６強 ７６.５ｋｍ２

震度６弱 ４７.２ｋｍ２

市面積 １３５.６ｋｍ２地震：裾野市の震度分布図
２０



９０年

１４７年

１０２年

１０７年

◎ １００～２００年間隔で繰り返し
大地震が発生

南海トラフ地震（発生間隔）
２１

８８.３年（平均値）

★ 2034.3年



施 設
（各グランド・駐車場等）

西 小 学 校

南 小 学 校

裾 野 高 校

東 小 学 校

深 良 小 学 校

生 涯 学 習 セ ン タ ー

富 岡 第 一 小 学 校

富 岡 第 二 小 学 校

千 福 が 丘 小 学 校

須 山 小 学 校

向 田 小 学 校

施 設地区

西小学校

西
地
区

南小学校

裾野高校

西中学校

西幼稚園

南児童館

東小学校

東
地
区

向田小学校

東中学校

いずみ幼稚園

市民体育館

東西公民館

施 設地区

深良小学校
深
良
地
区

生涯学習センター

深良中学校

深良幼稚園

深良地区コミセン

富岡第一小学校

富
岡
地
区

富岡第二小学校

千福が丘小学校
富岡中学校
富岡第一幼稚園
富岡地区コミセン
須山小学校

須
山
地
区

須山中学校
須山地区コミセン
須山地区研修ｾﾝﾀｰ

広域避難地 市指定避難所

広域避難地内（１番目に避難所を開設する施設）

広域避難地（１１カ所）と避難所（２７カ所）
２２



富岳一ノ瀬荘

茶畑ヒルズ

あいの郷

みしゅくケアセンターわか葉

富岳ダイヤモンドライフすその

さくらんぼ

みどり作業所

西保育園

東保育園

深良保育園

富岡保育園

須山幼稚園

茶畑 ヒルズ

福祉避難所は、２次避難所です

福祉避難所（１２カ所）

★ 業種毎の色区分

２３



施 設 名 称区 分

南 小 学 校

救護所
裾 野 高 校

福 祉 保 健 会 館

須 山 地 区 研 修ｾﾝﾀｰ

福 祉 保 健 会 館
医療救護

対策調整所

★ 医師・歯科医師・薬剤師・市職員（保健師）配置 ※ 医療救護体制意見交換会（年４回基準開催）

４カ所

救護所及び医療救護対策調整所
２４



風水害対応

２５



発 表 基 準種 類区分

２０m/s平 均 風 速暴 風

警

報

２０m/s、雪を伴う平 均 風 速暴風雪

２２表 面 雨 量 指 数 基 準浸水害大
雨 １８６(165)土 壌 雨 量 指 数 基 準土砂災害

平地＝１０cm、 山地＝２０ｃｍ１2時間降雪の深さ大 雪

黄瀬川流域＝30.4(30.3)、佐野川流域＝13.6(13.6)
用沢川流域＝14.9(15.1)、泉川流域＝8.9(10)

流 域 雨 量 指 数 基 準
洪 水

黄瀬川流域（ 10、27.3(27.2）)複 合 基 準

１２m/s平 均 風 速強 風

注

意

報

１２m/s、雪を伴う平 均 風 速風 雪

表面雨量指数基準 １１、 または、土壌雨量指数基準 ９４大 雨

平地＝５cm、 山地＝１０ｃｍ１２時間降雪の深さ大 雪

落雷等により被害が予想される場合雷

1. 降雪の深さが３０㎝以上あった場合
2. 積雪が４０㎝以上あって最高気温が１５℃以上の場合

なだれ

早霜・晩霜期に最低気温４℃以下霜

黄瀬川流域＝24.3(24.2)、佐野川流域＝10.8(10.8)
用沢川流域＝11.9(12)、泉川流域＝7.1(8)

流 域 雨 量 指 数 基 準
洪 水

黄瀬川流域（9、19.4) 佐野川流域(5、10.8(10.8）)複 合 基 準

１時間雨量：１１０ｍｍ記 録 的 短 時 間 大 雨 情 報

（令和５年６月８日現在 静岡地方気象台）

気象等の予報及び警報の種類と発表基準
２６



ハザードマップの改定

【改定の経緯等】
「水防法の改正（2015年）」
（旧）「50年～100年に１度の大雨の想定」

→ （新）「1,000年に１度の大雨の想定」
に改めることになった。

【国交省白書2020】
■ 大雨や短時間強雨の発生推移

① 洪水や土砂災害を引き起こす大雨や短時間強雨の回数が

増加している。

大雨について、日降水量が200mm以上となる年間の日数

を「1901年から1930年」と「1990年から2019年」で比較

すると、直近30年間は約1.7倍の日数となっており長期的に

増加している。

② また、短時間強雨について、１時間降水量50mm以上と

なる年間の回数を「1976年から1985年」と「2010年から

2019年」で比較すると、直近の10年間は約1.4倍の発生回数

となっており、同様に、長期的に増加している。

■ 土砂災害の発生状況

雨の降り方に関連して、土砂災害の発生回数も年々増加の

傾向にある。2018年（平成30年）は、過去最多の3,459件、

2019年も1,996件と非常に多くの土砂災害が発生している。

右肩上がり

右肩上がり

右肩上がり

２７



ハザードマップの改定

【裾野市防災ハザードマップ（令和２年３月作成：全戸配布）

主に水害・土砂災害の災害リスクについて、静岡県が新たに指定・公表
した洪水浸水想定区域（平成31年3月29日指定）、土砂災害警戒区域（平成
30年9月28日指定）を踏まえて作成

【Before】 【After】
【計画規模】

とは？

●河川整備の目標

とする降雨の事

●比較的発生頻度

の高い降雨量を

もとに設定

●概ね50年～100年

に１回程度、起

こり得る大雨

●前回の洪水ハザ

－ドマップにて

表示

【想定最大規模】

とは？

●想定しうる最大

規模の降雨の事

●発生頻度はきわめ

て低いが、最大降

雨量を基に設定

●概ね、1,000年に

１回程度、起こり

得る大雨

●今回の洪水ハザ－

ドマップで表示

２８



ハザードマップの活用

土砂災害警戒区域（イエロ－ゾ－ン）

市内１１１カ所 → １カ所追加

土砂災害特別警戒区域（レッドゾ－ン）

市内１００カ所 → １カ所追加

２９



火山災害対応

３０



令和６年度令和５年度令和4年度令和3年度令和2年度

全

般

静

岡

県

近隣

市町

裾
野
市

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

改
定
公
表

3/26

富士
山火
山防
災対
策協
議会 富士山火山防災対策協議会

（広域避難計画検討委員会）

中
間
報
告

公
表

3/30

改
定
計
画

決

議

3/29

協議会
幹事県

県意見交換・方針会議

県地域防災計画改定
計画
発簡

・富士山ネットワーク会議
・2市1町防災協議会
・東部相互防災協定

市
避
難
訓
練
（
十
里
木
）

住
民
説
明
会

協議会
1号会員
の参加

6/28 10/17
自助・共助

須山区長

・十里木

別荘管理

事務所等

との調整

防
災
マ
ッ
プ
配
布

４月

市
避
難
訓
練
（
須
山
）

11/27

計画
発効

市独自シミュレーション

広域避難検討
協定等見直し

住民説明

避難訓練

３１

須
山
中
防
災
教
育

須
山
小
防
災
教
育

8/31 11/21

地域防災（広域避難）計画改定

計
画
発
効

８月

広域避難

に関する

修正深化

（具体化）

引
き
渡
し
訓
練

小
中
防
災
授
業

防
災
講
演
会
等

学校安全総

合支援事業

5/2 9～11月12/3

噴火前
部位の
み改定

避
難
計
画
改
定

市
避
難
訓
練
（
須
山

噴
火
前
完
成
）

役 員
訓練会

7月上旬

（区長・自主防会長）

ハザードマップ改定～避難基本計画改定の経過

＃１ ＃２ ＃３



３２
噴火のタイムテーブル



パターンＤは、
須山ライン

パターンＣ

の細分化を要望中

（分類要素）
○ 分水嶺（水系）：地形学
○ 観測体制 ：気象台

３３
市流下ラインと県流下パターンとの整合

■ 県流下パターンとの整合



３４
裾野市に影響のある溶岩流の流下ライン



裾野市

３５

十里木別荘地

裾野市に影響ある想定火口位置等

★ 富士山が噴火した場合、裾野市への溶岩流の流下の確率は約１/8（31/252）

須山地区：噴火活動が始まり、警戒レベルが上がれば動かないといけない。



溶岩流到達エリア
24時間以内

24時間以降

到達時間

（単位:時間）

溶岩流到達エリア
24時間以内

24時間以降

到達時間

（単位:時間）

◆避難対象
２５コ区・１２,２４５人

◆流下の特徴
◇河川沿い迅速流下

（市南端迄約１２時間）
◇市街地の多く流下想定外
◇市役所・福祉保健会館とも

に健在
■避難の考え方等

□河川沿いに避難地域を絞
り、「一時退避」実施後に、
流下状況に応じた「市内避
難」を実施
□避難対応（対象）地域を絞

る。（川左右300m）
□１～２日目以降、細部指示

◆避難対象
２９コ区・約１２,２００人

◆流下の特徴
◇市街地への流下時間が遅

い。（住宅地流下約４日、
市街地流下時に、噴火位置
はほぼ確定）

◇市街南側半分流下想定外
◇市役所は健在、福祉保健

会館は移転必要
■避難の考え方等

□溶岩流の流れ（リアルタイ
ムハザ－ドマップ等）に応じ、
「市内避難」を追求

※ 必要により市外、広域避難

◆避難対象
４２コ区・２０,７７４人

◆流下の特徴
◇御殿場方向から河川沿いに
早く流下（市南端迄約2日）で
流下し、約3.5日で市街地の広
範囲に流下する。）

◇文化センター以北は、河川
沿い流下（川左右300m絞る）

◇市役所・福祉保健会館とも
に移転が必要

■避難の考え方等
□当初、河川沿いに避難地域

を絞り「市内避難」しつつ、並
行的に多数「広域避難」を実施

□ 県・隣接市町との連携

◆避難対象
６７コ区・４０,４２８人

◆流下の特徴
◇御殿場方向から、河川沿い

にゆっくり流下（市街地流下
時に、噴火位置はほぼ確定）

◇ラインによっては、市街地の
多く（ほぼ全域）に流下

◇市役所・福祉保健会館とも
に移転が必要

■避難の考え方等
□溶岩流の流れ（リアルタイム

ハザードマップ等）に応じ「広
域避難」を段階的に実施

※県・隣接市町との連携

佐
野
川
等
沿
い

黄
瀬
川
沿
い

河川から左右
300ｍの地域

「一時退避」
対象地域

黄
瀬
川
沿
い

河川から左右
300ｍの地域

「一時退避」
対象地域

（※今後、溶岩流流下面積比率
で対象者数を絞ることを検討）

★特質ライン

３６

噴火後避難における溶岩流の流下ライン等に応じた避難



自治組織毎の避難要領（須山地区）

備 考
（想定火口該当数、

最短到達時間）

溶岩流の流下ライン区 名

御殿場市境ライン黄瀬川その他ライン黄瀬川M43ライン須山ライン

１１コ（L38、M45～
49、S46～50)

約４０分（M48）
須山１区

１１コ（M45～50、
S46～50)

約６０分（M48）
須山２区

５コ（M48～50、
S49・50)

約４０分（M48）
須山３区

８コ（L39、M50～
53、S51～53)

約１５分（M51）
須山４区

４コ（L38、M45・47、
S46）※孤立

約14時間（S46）
須山６区

※ 避難対象エリア
１次：想定火口位置
２次：大噴石飛来等

（十里木別荘）

※ 自治組織なし。

噴火前避難 噴火警戒レベル４で東中へ避難
※ 大規模流下時等、状況により市外避難

噴火前避難 噴火警戒レベル４で東中へ避難
※ 大規模流下時等、状況により市外避難

噴火前避難 噴火警戒レベル４で東中へ避難
※ 大規模流下時等、状況により市外避難

噴火前避難 噴火警戒レベル４で東中へ避難
※ 大規模流下時等、状況により市外避難

噴火前避難 噴火警戒レベル３で高齢者等は、須山研修センター等へ避難

噴火警戒レベル４で東中へ避難
※ 大規模流下時等、状況により市外避難

噴火前避難 噴火警戒レベル３で第１次避難対象エリアは住民全員、第２次避難

対象エリアは高齢者等が須山研修センター等へ避難

噴火警戒レベル４で深良中へ避難
※ 大規模流下時等、状況により市外避難

３７

須山地区



自治組織毎の避難要領を整理（富岡地区－①）

備 考
溶岩流の流下ライン区 名

御殿場市境ライン黄瀬川その他ライン黄瀬川M43ライン須山ライン

２０コ（L32～38、M40
～46、S48～50)

約６時間（M4９）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：位置概定・１ｈ（富１小）
一般：噴火５ｈ（富１小）

要支援：噴火同時（富岡コミセン）
一般：位置概定・１ｈ（一時退避：

近傍地区集会所→富１小）
千福区

１４コ（L32～38、M40
～46）

約９時間（M4３）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：位置概定・１ｈ（富１小）
一般：噴火５ｈ（富１小）流下想定外御宿平山区

１５コ（L32～38、M40
～46、S44)

約７時間（M4３）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火２２ｈ（富岡支所）
一般：噴火２４ｈ（一時退避：近傍
地区集会所→当時の状況）

要支援：位置概定・１ｈ（富岡支所）

一般：位置概定・３ｈ（一時退避：
近傍地区集会所→当時の状況）

流下想定外御宿上谷区

１５コ（L32～38、M40
～46、S44)

約６時間（M4３）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：位置概定・12ｈ（深良中）
一般：噴火１６ｈ（一時退避：近傍
地区集会所→当時の状況）

要支援：位置概定・１ｈ（富岡支所）

一般：位置概定・３ｈ（一時退避：
近傍地区集会所→当時の状況）

流下想定外御宿新田区

１９コ（L32～38、M40～
42、44～49、S48～50)

約５時間（M4９）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

流下想定外
要支援：噴火同時（富岡コミセン）
一般：位置概定・１ｈ（一時退避：

近傍地区集会所→富中）
御宿坂上区

１９コ（L32～38、M40～
42、44～49、S48～50)

約５時間（M4９）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

流下想定外
要支援：噴火同時（富岡コミセン）
一般：位置概定・１ｈ（一時退避：

近傍地区集会所→富１小）
御宿入谷区

流下想定外流下想定外流下想定外流下想定外流下想定外上城区

６コ（M47～49、S48～
50)

約６時間（M4９）
流下想定外

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

流下想定外
要支援：噴火同時（富岡コミセン）
一般：位置概定・１ｈ（一時退避：

近傍地区集会所→富１幼
中村区

６コ（M47～49、S48～
50)

約６時間（M4９）
流下想定外

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

流下想定外
要支援：噴火同時（富岡コミセン）
一般：位置概定・１ｈ（一時退避：

近傍地区集会所→富１小）
下条区

８コ（L32・33、M47～
49、S48～50）

約４時間（M4９）
流下想定外

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

流下想定外
要支援：噴火同時（富岡コミセン）
一般：位置概定・１ｈ（一時退避：

近傍地区集会所→富中）
中里区

６コ（M47～49、S48～
50)

約４時間（M4９）
流下想定外

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

流下想定外
要支援：噴火同時（富岡コミセン）
一般：位置概定・１ｈ（一時退避：

近傍地区集会所→富中）
田場沢区

１コ（S４8)
約２７時間（Ｓ４８）流下想定外

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

流下想定外
要支援：噴火同時（富岡コミセン）
一般：位置概定・１ｈ（一時退避：

近傍地区集会所→富中）
森脇団地区

３８

富岡地区



自治組織毎の避難要領を整理（富岡地区－②）

備 考
溶岩流の流下ライン区 名

御殿場市境ライン黄瀬川その他ライン黄瀬川M43ライン須山ライン

１５コ（L32～38、M40
～46、S44)

約７時間（M4３）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火２２ｈ（富岡支所）
一般：噴火２４ｈ（一時退避：近傍
地区集会所→当時の状況）

要支援：位置概定・１ｈ（富岡支所）

一般：位置概定・３ｈ（一時退避：
近傍地区集会所→当時の状況

未流下上ヶ田区

１１コ（L32～35、M45・
47～49、S48～50)

約４時間（M4９）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

流下想定外
要支援：噴火同時（富岡支所）
一般：位置概定・１ｈ（一時退避：
近傍地区集会所→富１幼稚園）

金沢区

８コ（M45～49、S48～
50)

約３時間（M4８）

要支援：噴火１６ｈ（富岡支所）
一般：噴火２４ｈ（富岡支所）

※ 県道２４号以東約１００名）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

流下想定外
要支援：噴火同時（富岡支所）
一般：位置概定・１ｈ（一時退避：

運動公園→（時の栖））
今里区

流下想定外流下想定外流下想定外流下想定外流下想定外今里上区

９コ（M45～50、S48～
50)

約２時間（M4９）

要支援：噴火前避難（東中）
一般：位置概定・15h（富２小）

※ 県道２４号以東約１００名

要支援：噴火前避難（東中）
一般 ： 未流下流下想定外

要支援：噴火前（東中）
一般：位置概定・１ｈ（一時退避：

時の栖→（時の栖））
下和田区

６コ（M47～49、S48～
50)

約３時間（M4８）
流下想定外

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

流下想定外
要支援：噴火同時（富岡支所）
一般：位置概定・１ｈ（一時退避：

時の栖→（時の栖））
呼子区

１５コ（L32～38、M40
～46、S44)

約６時間（M4３）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火１６ｈ（深良中）
一般：噴火１８ｈ（一時退避：近傍
地区集会所→当時の状況）

流下想定外流下想定外矢崎区

１５コ（L32～38、M40
～46、S44)

約６時間（M4３）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援 ： なし。
一般：位置概定・１０h（一時退
避：近傍地区集会所→当時の状
況）

流下想定外流下想定外トヨタ区

１コ（L34)
約７６０時間（L34）流下想定外

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

流下想定外流下想定外御宿台区

流下想定外流下想定外流下想定外流下想定外流下想定外千福が丘区

１８コ（L32～38、M40・41・
43・44・46～49、S48～50)
約８時間（M4９）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火６h（富１小）
一般：噴火８ｈ（富１小）

要支援：位置概定・１ｈ（東小）
一般：噴火５ｈ（一時退避：近傍

地区集会所→富１小）
千福南区

３９

富岡地区



自治組織毎の避難要領を整理（深良地区ー①）

備 考

溶岩流の流下ライン区 名

御殿場市境ライン黄瀬川その他ライン黄瀬川M43ライン須山ライン

１３コ（L32～38、M40・41・43
～46)

約１５時間（M43）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火9h（東小）
一般：噴火10ｈ（深良支所）流下想定外町震１区

１４コ（L32～38、M40～46)
約１０時間（M43）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：位置概定・１ｈ（深良中）
一般：噴火５ｈ（深良中）流下想定外町震２区

１４コ（L32～38、M40～46)
約１０時間（M43）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：位置概定・１ｈ（富１小）
一般：噴火５ｈ（富１小）流下想定外舞台団地区

３コ（L32～34)
約５１５時間（L34）流下想定外

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

流下想定外流下想定外南堀区

１３コ（L32～38、M40～42・
44～46)

約７２時間（M44）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

流下想定外流下想定外和市区

１４コ（L32～38、M40～46)
約８時間（M43）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火２２ｈ（深良中）
一般：噴火２４ｈ（一時退避：近傍
地区集会所→当時の状況）

要支援：位置概定・１ｈ（富岡支所）

一般：位置概定・３ｈ（一時退避：
近傍地区集会所→当時
の状況による。）

流下想定外遠道原区

１３コ（L32～38、M40～42・
44～46)

約８２時間（L３６）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

流下想定外流下想定外切久保区

１３コ（L32～38、M40～42・
44 ～46)

約５５時間（M44）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

流下想定外流下想定外上原区

１コ（L３４）
約３９４時間（L34）流下想定外

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

流下想定外流下想定外上原団地区

４０

深良地区



自治組織毎の避難要領を整理（深良地区ー②）

備 考

溶岩流の流下ライン区 名

御殿場市境ライン黄瀬川その他ライン黄瀬川M43ライン須山ライン

６コ（L32～35・38、M40)
約１８８時間（M40）流下想定外

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

流下想定外流下想定外原区

１３コ（L32～38、M40～42・
44～46)

約６１時間（M44）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

流下想定外流下想定外上須区

１５コ（L32～38、M40～46、
S44)

約６時間（M43）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火１６ｈ（深良中）
一般：噴火１８ｈ（一時退避：近傍
地区集会所→当時の状況）

要支援：位置概定・１ｈ（深良中）
一般：位置概定・３ｈ（一時退避：

近傍地区集会所→当時
の状況による。）

流下想定外深良新田区

１５コ（L32～38、M40～46、
S44)

約６時間（M43）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：位置概定・12ｈ（深良中）
一般：噴火１６ｈ（一時退避：近傍
地区集会所→当時の状況）

要支援：位置概定・１ｈ（深良中）
一般：位置概定・３ｈ（一時退避：

近傍地区集会所→当時
の状況による。）

流下想定外岩波区

４１

深良地区



自治組織毎の避難要領を整理（西地区－①）

備 考
溶岩流の流下ライン区 名

御殿場市境ライン黄瀬川その他ライン黄瀬川M43ライン須山ライン

２０コ（L32～38、M40
～49、S48～50)

約７時間（M4９）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：位置概定・１ｈ（富１小）
一般：噴火５ｈ（富１小・富岡中）

（２）

要支援：位置概定・１ｈ（東小）
一般：噴火５ｈ（一時退避：近傍

地区集会所→深良中）
石脇区

１２コ（L32～38、M40・
41・43・44・46)

約１５時間（M4３）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火９ｈ（東小）
一般：噴火１２ｈ（※ 広域避難）流下想定外佐野上宿区

１２コ（L32～38、M40・
41・43・44・46)

約１８時間（M4３）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火１２ｈ（東小）
一般：噴火１５ｈ（※ 広域避難）流下想定外佐野本宿区

１１コ（L32～38、M40・
41・43・44)

約２３時間（M4３）
流下想定外

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火１２ｈ（東小）
一般：噴火１５ｈ（※ 広域避難）流下想定外佐野若狭区

１８コ（L32～38、M40・41・
43・44・46～49、S48～50)
約７時間（M4９）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火６ｈ（富１小）
一般：噴火８ｈ（東小・向田小）

要支援：位置概定・１ｈ（東小）
一般：噴火５ｈ（一時退避：近傍

地区集会所→深良小・深
良支所・裾野高（３））

佐野２区

１８コ（L32～38、M40・41・
43・44・47～49、S48～50)
約７時間（M4９）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火６ｈ（富１小）
一般：噴火８ｈ（東小）

要支援：位置概定・１ｈ（東小）
一般：噴火５ｈ（一時退避：近傍

地区集会所→裾野高）
大畑区

１７コ（L32～38、M40・41・
43・44・46～49、S48～50)
約８時間（M4９）

流下想定外
★ 火口位置特定後、リア

ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火９ｈ（東小）
一般：噴火１２ｈ（※ 広域避難）

要支援：位置概定・１ｈ（東小）
一般：噴火５ｈ（一時退避：近傍

地区集会所→深良小・生
涯学S・深良幼稚園（３））

上町区

１０コ（L32～38、M41・
43・44)

約３６時間（M4３）
流下想定外

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火１８ｈ以降（東小）
一般：噴火２２ｈ以降（※ 広域避

難）
流下想定外緑町区

１７コ（L32～38、M40・41・
43・44・47～49、S48～50)
約８時間（M4９）

流下想定外
★ 火口位置特定後、リア

ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火９ｈ（東小）
一般：噴火１２ｈ（※ 広域避難）

要支援：位置概定・１ｈ（東小）
一般：噴火５ｈ（一時退避：近傍

地区集会所→生涯学S・
市民体育館（２））

元町区

４２

西地区



自治組織毎の避難要領を整理（西地区－②）

備 考
溶岩流の流下ライン区 名

御殿場市境ライン黄瀬川その他ライン黄瀬川M43ライン須山ライン

１７コ（L32～38、M40・41・
43・44・47～49、S48～50)
約８時間（M4９）

流下想定外
★ 火口位置特定後、リア

ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火９ｈ（東小）
一般：噴火１２ｈ（※ 広域避難）

要支援：位置概定・１ｈ（東小）
一般：噴火５ｈ（一時退避：近傍

地区集会所→裾野高・市
民体育館・東西公民館（3）

桃園区

１７コ（L32～38、M40・41・
43・44・47～49、S48～50)
約９時間（M4９）

流下想定外
★ 火口位置特定後、リア

ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火１２ｈ（東小）
一般：噴火１５ｈ（※ 広域避難）

要支援：位置概定・１ｈ（東小）
一般：噴火５ｈ（一時退避：近傍

地区集会所→南小・東小
（２）

富沢区

１５コ（L32～38、M41・43・
44・47～49、S49・50)

約１０時間（M4９）
流下想定外

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火１８ｈ以降（東小）
一般：噴火２２ｈ以降（※ 広域避

難）

要支援：位置概定・１ｈ（東小）
一般：噴火５ｈ（一時退避：近傍

地区集会所→いずみ幼稚
園

南町区

１６コ（L32～38、M41・43・
44・47～49、S48～50)

約９時間（M4９）
流下想定外

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火１２ｈ（東小）
一般：噴火１５ｈ（※ 広域避難）

要支援：位置概定・１ｈ（東小）
一般：噴火５ｈ（一時退避：近傍

地区集会所→裾野高
二ツ屋１区

１７コ（L32～38、M40・41・
43・44・47～49、S48～50)
約９時間（M4９）

流下想定外
★ 火口位置特定後、リア

ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火１２ｈ（東小）
一般：噴火１５ｈ（※ 広域避難）

要支援：位置概定・１ｈ（東小）
一般：噴火５ｈ（一時退避：近傍

地区集会所→東小
二ツ屋２区

１６コ（L32～38、M41・43・
44・47～49、S48～50)

約１０時間（M4９）
流下想定外

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火１８ｈ以降（東小）
一般：噴火２２ｈ以降（※ 広域避

難）

要支援：位置概定・１ｈ（東小）
一般：噴火５ｈ（一時退避：近傍

地区集会所→向田小
堰原区

１０コ（L32～38、M41・
43・44)

約４５時間（M4３）
流下想定外

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火１８ｈ以降（東小）
一般：噴火２２ｈ以降（※ 広域避

難）
流下想定外伊豆島田区

１５コ（L32～38、M41・43・
44・47～49、S49・50)

約１０時間（M4９）
流下想定外

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

要支援：噴火１８ｈ以降（東小）
一般：噴火２２ｈ以降（※ 広域避

難）

要支援：位置概定・１ｈ（東小）
一般：噴火５ｈ（一時退避：近傍

地区集会所→東小・向田
小（２）

水窪区

４３

西地区



自治組織毎の避難要領を整理（東地区－①）

備 考
溶岩流の流下ライン区 名

御殿場市境ライン黄瀬川その他ライン黄瀬川M43ライン須山ライン

１２コ（L32～38、M40・41・
43・44・46)

約１５時間（M4３）

★ 火口位置特定後、リア
ルタイムハザードマップ
等に応じた避難

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難

要支援：噴火９ｈ（東小）
一般：噴火１２ｈ（東小））流下想定外久根区

１０コ（L32～38、M40・41・
43)

約３２時間（M4３）
流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難

要支援：噴火１８ｈ以降（東小）
一般：噴火２２ｈ以降（※広域避

難））
流下想定外公文名１区

７コ（L32～36・38、M43)
約４８時間（M4３）流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難流下想定外流下想定外公文名２区

５コ（L32～35・38)
約３１０時間（L38）流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難流下想定外流下想定外公文名３区

５コ（L32～35・38)
約２４７時間（L38）流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難流下想定外流下想定外公文名４区

流下想定外流下想定外
★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難流下想定外流下想定外公文名５区

５コ（L32～35・38)
約２４８時間（L38）流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難流下想定外流下想定外稲荷アルミ区

６コ（L32～35・38、M43)
約４２時間（M43）流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難

要支援：噴火１８ｈ以降（東小）
一般：噴火２２ｈ以降（※広域避

難）
流下想定外中丸上区

６コ（L32～35・38、M43)
約５４時間（M43）流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難

要支援：噴火１８ｈ以降（東小）
一般：噴火２２ｈ以降（※広域避

難）
流下想定外中丸中区

５コ（L32～35、M43)
約７４時間（M43）流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難

要支援：噴火２４ｈ以降（東小）
一般：噴火４８ｈ以降（※広域避

難））
流下想定外中丸下区

６コ（L32～35・38、M43)
約５６時間（M43）流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難

要支援：噴火１８ｈ以降（東小）
一般：噴火２２ｈ以降（※広域避

難）
流下想定外天理町区

４コ（L32～35）
約４４３時間（L35）流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難流下想定外流下想定外滝頭区

３コ（L32～34)
約８７７時間（L33）流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難流下想定外流下想定外本茶区

３コ（L32～34)
約８８８時間（L33）流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難流下想定外流下想定外道上区

４４

東地区



自治組織毎の避難要領を整理（東地区－②）

備 考
溶岩流の流下ライン区 名

御殿場市境ライン黄瀬川その他ライン黄瀬川M43ライン須山ライン

３コ（L32～34)
約９２６時間（L33）流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難流下想定外流下想定外峰下市の瀬区

３コ（L32～34)
約９２７時間（L33）流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難流下想定外流下想定外鈴原区

３コ（L32～34)
約１,０１７時間（L33）流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難流下想定外流下想定外茶畑団地区

流下想定外流下想定外流下想定外流下想定外流下想定外青葉台区

３コ（L32～34)
約７９０時間（L3４）流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難流下想定外流下想定外和泉区

６コ（L32～35・38、M43)
約７０時間（M43）流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難

要支援：噴火１８ｈ以降（東小）
一般：噴火２２ｈ以降（※広域避

難）
流下想定外富士見台区

５コ（L32～35・38)
約３４２時間（L38）流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難流下想定外流下想定外麦塚区

９コ（L32～38、M41・43)
約３８時間（M43）流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難

要支援：噴火１８ｈ以降（東小）
一般：噴火２２ｈ以降（※広域避

難）
流下想定外新道区

６コ（L32～35・38、M43)
約５２時間（M43）流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難

要支援：噴火１８ｈ以降（東小）
一般：噴火２２ｈ以降（※広域避

難）
流下想定外東町区

９コ（L32～38、M41・43)
約６１時間（M43）流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難

要支援：噴火１８ｈ以降（東小）
一般：噴火２２ｈ以降（※広域避

難）
流下想定外本通り区

１０コ（L32～38、M41・43・
44)

約６３時間（M43）
流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難

要支援：噴火１８ｈ以降（東小）
一般：噴火２２ｈ以降（※広域避

難）
流下想定外日の出元町区

１２コ（L32～38、M41・43・
44、S49・50)

約２９時間（M43）
流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難

要支援：噴火１８ｈ以降（東小）
一般：噴火２２ｈ以降（※広域避

難）

要支援：噴火24h以降（東小）
一般：噴火24h以降（一時退避：
近傍地区集会所→南児童館

本村上中区

１０コ（L32～38、M41・43・
44)

約９５時間（M43）
流下想定外

★ 火口位置特定後リアルタイ
ムハザードマップに応じた避難

要支援：噴火２４ｈ以降（東小）
一般：噴火４８ｈ以降（※広域避

難）
流下想定外本村下区

４５

東地区



噴火後の懸念事項（降灰）

★ 新たなハザードマップは、降灰シミュレーション等を行っていないた
め、平成１６年度版を再掲 ※ 裾野市の可能性マップ最大値30～50Cm

市北部：８～１６Cm
市中部：４～ ８Cm
市南部：２～ ４Cm

２Cm：何らかの健康被害発生の恐れあり。
10Cm：降雨時土石流発生、車両運行影響大
30Cm：降雨時木造家屋が全壊の恐れあり。
50Cm：30%の木造家屋が全壊

４６（避難時の懸念事項）



令和６年度令和５年度令和4年度令和3年度2年度

全

般

静
岡
県

近隣

市町

裾
野
市

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

改
定
公
表

3/26

富士山火山防災対策協議会
（広域避難計画検討委員会）

中
間
報
告
公
表

3/30
改
定
計
画
決
議

3/29

県意見交換・方針会議

県地域防災計画改定

計画発簡・発効
（火山災害改定）

・富士山ネットワーク会議
・2市1町防災協議会
・東部相互防災協定

市
避
難
訓
練
（
十
里
木
）

協
議
会
1
号
会
員
と
し
て
参
加

6/28 10/17

自助・共助

須山区長

・十里木

別荘管理

事務所等

との調整

防
災
マ
ッ
プ
配
布

４月 11/27

市独自Ｓｉｍ

市外（広域）避難に 関する検討
（協定等見直し）

自主防
災活動
等への
機会あ
る毎の
周知等

４７

8/31 11/21

市広域避難計画改定

計
画
発
効

８月

具
体
化

引
き
渡
し
訓
練

小
中
防
災
授
業

防
災
講
演
会
等

学校安全総

合支援事業

5/2 9～11月 12/3

噴火後
避難検討

噴火前
部位の
み改定

市
避
難
基
本
計
画
発
簡

市
避
難
訓
練
（
須
山

噴
火
前
完
成
）

※ 行政区境界細分化・広域避難車両Sim

令和６年度富士山火山避難基本計画の修正・深化及び周知・啓発

住
民
説
明
会

★ 県主導による

須
山
中
防
災
教
育

須
山
小
防
災
教
育

市
避
難
訓
練
（
須
山
）

７月中旬

7/20

県情報
伝達訓練

避難促進
施設への
避難確保
計画作成
の奨励等

県訓練参加
に合わせた
市独自訓練

協議会主催
図上訓練

11～12月頃

市民等への計画
の周知・啓発

市避難基本計画
の修正・深化

協議
会の
訓練
参加

市独
自の
検討
検証

学校安全総合支援事業（富岡地区）

市
主
催
の
図
上
演
習



共助（コミュニティ）の必要性
（地区防災計画策定推奨）

４８



共助の重要性

【過去災害からの教訓】
◆ 1995年1月17日午前5時46分に発生した阪神・淡路大震災では

「公助」である消防、警察、自衛隊などの救助隊による救出より
も、多くの方が自力や家族、隣人等による「自助・共助」で救出
された調査結果

◆ 2011年3月11日午後2時46分に発生した東日本大震災では、

地震や津波によって多くの死者・行方不明者が発生、市町の

行政機能が麻痺し公助の限界が見られた中、各処において
地域コミュニティによる①倒壊した自宅から共助によって救出、

②助け合って避難、③助け合って避難所の運営、④助け合って

在宅避難、等の例が多く見られた。

◇ 人命救助活動について聞き取り調査をした結果で、「近所の人」
「親戚」「家族」が約７割を占めた。被災者の生死を分けるのは、
災害発生後72時間といわれており、この限られた時間内に、救助隊
の到着を待たずに被災者をすくうことが出来るのは、その場に居合
わせた私たち自身です。

⇒ 阪神・淡路大震災では地域住民が救出の主役だった。

⇒ 東日本大震災後、「社会の絆」を重視する意識が
高まった。

◇ 内閣府の「社会意識も関する世論調査」によると、東日本大震災後、
社会の結び付きを「前よりも大切だと思うようになった。」という人は、
全体の約８割を占めました。

４９



共助の重要性

◎ このような地域コミニュティにおける共助の働きを受け、災害対策基本法」が改正
○ 阪神・淡路大震災での教訓反映 ⇒ 1995年改正「ボランティアに関する規定が追加」
○ 東日本大震災での教訓反映 ⇒ 2012年改正「教訓伝承、防災教育の強化等に関する規定」
○「地区防災計画制度」が2014年4月施行、「地区防災計画ガイドライン」公表

◎ H26年～H28年度に地域コミュニティの活性化に向けて、
「地区防災計画モデル事業」が行われ、成果と課題を反映
⇒ 令和２年「地区防災計画の素案作成支援ガイド」（自治体職員向け）

◆ ８６区の自主防災会 ⇒ 防災に関する取組みに格差 ※ 計画作成、防災訓練、資機材備蓄等

裾野市の共助の現状

★ いつ災害が発生してもおかしくはない（蓋然性が高い）状況

■ 南海トラフ地震 ： Ｍ8～9クラスの地震発生確率 30年以内で70～80％
■ 富士山噴火 ： 宝永噴火1707年から317年が経過

◎ 災害発生時に対応できる準備が必要 ★ 特に、初動が重要

◇ 令和３年度から、市として「地区防災計画」作成を奨励
◇ 地区防災計画作成要領は様々だが、まずは作成してみる事が重要！
⇒ 災害発生時の初動に焦点を当てて簡潔に作成
① 定型に当てはめて作成（フォーマット的な定型を市で準備）
② 危機管理課職員動員（区毎の担当を決め、作成に関する支援・助言等を実施）

★ 既存計画を保有する自主防災会は見直し機会として活用
★ 作成後、逐次内容を見直し、掘り下げ、拡充（深化）させる。

本来は、平常時・災害警戒時・復旧・復興時の各段階毎に詳細に作成するもの。

地区防災計画作成の作成

５０



地区防災計画の作成奨励（令和６年度作成担任） ５１

担任区（自主防）地区

齊藤係長久根東

齊藤係長公文名２東

齊藤係長公文名３東

齊藤係長公文名５東

齊藤係長稲荷アルミ東

齊藤係長中丸中東

齊藤係長中丸下東

服部課長天理町東

田代主査峰下市の瀬東

田代主査茶畑団地東

田代主査和泉東

田代主査新道東

田代主査本通り東

田代主査日の出元町東

西川主事本村上中東

西川主事本村下東

担任区（自主防）地区

源主任石脇西

源主任佐野上宿西

源主任元町西

源主任桃園西

源主任富沢西

源主任伊豆島田西

中野主事千福富岡

中野主事御宿上谷富岡

中野主事下条富岡

中野主事田場沢富岡

中野主事金沢富岡

中野主事今里上富岡

西川主事矢崎富岡

西川主事御宿台富岡

西川主事舞台団地深良

調整監須山５区（十里木別荘地）須山

【作成・保有自主防災会】 ５４区／８６区（十里木含む。） 令和５年４月１日現在
★ 未作成の自主防災会は、下記３１区（十里木）である。



県防災アプリ普及

５２



県防災アプリの活用

◆ 令和元年６月１日からスマートフォ
ン向けで運用開始

◆ 主要な６つの機能
①防災情報・お知らせ

緊急防災情報を確認（外国人市民対応）

②現在地の防災情報
現在地の危険度がわかる。

③マップ・避難場所等
地域の危険性や避難先を把握

④ＡＲ（危険度体験）
現在地の浸水状況等をイメージ

⑤避難トレーニング ： 防災訓練等に活用

⑥学習コンテンツ ： 防災知識のテスト

★ アプリをインストール

★コロナ禍の密防止、デジタル化

５３



令和６年度防災訓練等業務予定

５４



４四半期１２月１１月１０月９月８ 月７月６月５月～４月

全 般

本部運営
（情報伝達）

本部
運営

総
合
防
災
訓
練

モデル
地区

医療救護

消防団

ヘリ誘導

地 区

地域防災
訓練

富士山
火山防災

国民保護

防災会議

班練成訓練
期間（設定）

２月中旬

県大規模図上訓練

１月中旬
県地域防災訓練

１

土嚢積み訓練

＃１ヘり誘導訓練
消防団員対象
（場所検討中）

１

県総合防災訓練
（伊東・熱海）

全国土砂災害
防災訓練

職員招集（メール・電話）訓練

平松大区（東町他５区）
（大規模震災想定） ※ペット等配慮

31

下旬の土・日

「地区防災計画」普及期間

課内訓練（図上）

富士山火山防災
県情報伝達訓練

初～中旬２

初～中旬

県情報伝達訓練参加

※市独自訓練企画

協議会主催
図上訓練参加

防災交流会

中旬

防災の集い
（日時・講師検討）

10月～12/3の間

地 区 防 災 訓 練 （ 自 主 防 計 画 ）
※ 所 属 長 等 の 現 地 確 認 ・ 激 励

富岡中防災授業
（４ｈ：１年生対象）

2

ＧＷ後

県防災ヘリ支援

広域避難地班要員訓練
（倉庫点検：応急危険度判定訓練含）

30（AM）

「食物アレルギ－への配慮」検討 ※ 年間を通じ（機会ある毎に）実施

水防・土砂災害モデル地区訓練（桃園区）
全国土砂災害防災訓練（対象区）

1 陸自ヘリ支援

＃２ヘり誘導訓練
住民対象
（孤立予想地域）

１

富士山火山噴火避難シミュレーションWG（トヨタ未来創生センター等） ※ 行政区の細分化データ整備

令和６年度防災訓練等に関する主要業務予定

救護所訓練 遺体安置所訓練

学校安全総合
支援事業協力

７月頃～ 小学校防災授業

2

富岡地区学校
引き渡し訓練

１０月～１１月頃

警察との打ち合わせ（現地確認）国民保護会議

避難基本計画策定：計画修正・深化

4/8～5/10

１
安否確認等

８

24

20

自主防役員訓練会

自主防総会

裾野市総合防災訓練

８月下旬～９月初旬
国民保護会議

富士山
火山避
難図上
＃１訓練

20

#２訓練

８月下旬

状況により、
＃２情報伝達訓練

システム導入訓練

職員招集（メール等）訓練

水防・土砂災害訓練
（桃園区）

2 ※要配慮者利用施設
※排水ポンプデモ

富士山
火山避
難図上
＃１訓練

20

地区防災
計画作成
等奨励

フェスタすその

19・20

19・20

フェスタすその活用
市民への周知啓発

＃１情報伝達訓練

６月上～中旬

水防月間

３
」

５５



令和６年度富士山火山避難図上演習準備の業務予定

８月以降７月６月５月４月

主
要
業
務全

般 自
主
防
災
会

① 各区細分

化と溶岩流

の流下デー

タが入った

交付USBの

返納

① 演習概要

説明資料

（データ）

準備

① 石脇区モデルの

イメージ資料（デー

タ）準備

② 4/24総会時に各

区に依頼した作業

用紙回収

※交付USBの回収

① 各区毎の

区内細分化

の作業用紙

を配布

（各区配布

資料として）

準
備

要
領準

備

・
成
果
等

◇ 各区への

区内細分化

データ等の

付与

◇ 演習内容

・準備要領

の認識付与

◇ 区長等へ

の演習開催

の認識付与

と作業用紙

回収及び演

習参加等の

協力依頼

◇ 自主防災会長に

作成すべき作業の

完成体イメージ等

の認識付与

◇ 依頼した作業用

紙全区分の回収

（未回収区等への

連絡・別途回収）

◇ 自主防災

会長への演

習開催の認

識付与及び

作業用紙の

配布

（不参加区等

へは送付）

成
果

目
標
等

水防・土砂災害防災訓練（桃園）

２（日）

富
士
山
火
山
避
難
図
上
演
習

２０（土）

２４（水） １４（火） ８（土） ２５（火）

年度当初総会 ＃１勉強会 防災交流会 ＃２勉強会

関係防災機関等との調整（打ち合わせ）・現地確認等

11～12月

総
合
防
災
訓
練

協議会主催
図上訓練

２月中旬

防災会議

★県情報伝達訓練
（市主催避難訓練）
※ 避難促進施設

中旬

１（日）

地域防災
訓練

10～12月◆ 演習開催
・準備案内

（区内境界等）

◆ 演習準備細部説
明石脇区をモデルと
した作業の完成体
イメージを説明

◆桃園区を活用した区内境界
の検証・プレ等
※訓練研究会での参加区民

への災害対象区域の説明

◆ 区長等に
対する演習
開催の説明

◆ 演習準備・
演習実施要領
の説明等

水防・
土砂災害

富士山
火山災害

市防災
全般

各自主防との個別調整等

調整会議開催

【演習目標】

１ 富士山火山噴火におけ

る噴火前～噴火後の避難

要領・流れについて認識・

イメージアップさせる。

① 各区（自主防災会）

② 防災関係機関等を含

む災害対策本部

２ 地区防災計画策定奨励

合わせて行政区内細分化

・データ化の整備・促進

◆ 県情報伝達訓練

（市主催避難訓練）

※特に、新たな避難

促進施設の参加

を促す。

検討事項：内閣府訓練支援受け

５６



本日配布する地図（作業用紙）について

５７

★ トヨタ未来創生センター様から説明



質疑応答

５８」



避難計画改定全般等
２６

【ハザードマップ改定のポイント】
① 対象噴火年代の拡大

3,200年前 → 5,600年前 ２４００年前遡った。
※ 最新の調査結果で想定火口範囲変更（拡大）

② 大規模溶岩流の溶岩噴出量の見直し。
7億㎥ → 13億㎥ 約２倍

③ 地形メッシュサイズの変更によるより精緻な分析
溶岩流（200m）、火砕流等（50m） → ２０ｍへ

⇒ 溶岩流の流下が速く、広くなった。



溶岩流可視化3D(M48)：須山地区に流入あり

富士山

愛鷹山

【トヨタ未来創生センター提供受】

（配布資料なし）



溶岩流可視化3D(M43): 須山地区に流入なし

富士山

【トヨタ未来創生センター提供受】

（配布資料なし）



④ 須山地区全域の噴火前避難

■ 第1次避難対象エリア（想定火口範囲）

十里木高原別荘地（富士急：芙蓉の森林地区及び南富士：３区・２区一部）
第１次避難対象エリア ５１世帯 ９３名（定住者）

噴火警戒レベル３で避難

■ 第２次避難対象エリア
（火砕流等、大きな噴石、融雪型火山泥流（一部）
※ 噴火警戒レベル３発表に伴い、十里木高原（２次避難対象エリア）

は、「高齢者等避難」（仮称）発令
⇒ 須山コミセン・研修センターへ避難

■ 十里木別荘地・須山４区住民
□ 十里木別荘地 約677人 約386世帯
□ 須山４区 ５６人 ２２世帯

■ 須山区地区住民（４区を除く。）
□ 須山１区 ３５９人 １４２世帯
□ 須山２区 ３２７人 １２５世帯
□ 須山３区 ４００人 １４５世帯
□ 須山６区 ４３５人 １７３世帯

合計：約２，２５４人 約９９３世帯
＋α（行楽客・工業団地関係者等）

須山地区住民避難

気象庁が発表する

噴火警戒レベル

４

避難
開始
時期

避難指示
発令時期

避難行動要支援者
※一般住民は、噴火

直後に必要な範囲

下和田区の避難行動要支援者避難

■ 第３次避難対象エリア

溶岩流（3時間以内）
到達範囲

⇒ 予備的避難地域も含め

「須山地区全域」

東中体育館 1,410人

深良中体育館 905人
避難先

市内

避難

★ 避難経路（主要）
○ 国道469号～県道２４号沿い

（１～４区・６区）
○ 国道469号～市道4054～4053号沿い

（十里木別荘地）

Ｒ６．１．１現在数

２４

※出典：国土地理院ウエブサイト



地区防災計画について

地区居住者などが、自発的に行う防災活動の計画を記したものです。
自分達で地区防災計画を定めることには難しさを感じるかもしれません。

しかし、地区の特性を最もよく知っているのは、ほかでもない居住者
の皆さんです。自分たちの命と地区を守るためにも、地区防災計画の作
成に積極的に取り組みましょう。

地区防災計画とは？

地区防災計画の３つの特徴

① 地区コミュニティが主体となって作成する計画
地区防災計画では、地区の特性を知る居住者や事業者が、主体かつ協働で作成

するものです。計画を通じて、地区に住む交流や連携が進み、地域の活性化も図
れます。

② 地区の特性に合わせて作成する計画
地区防災計画では、自分の住む地区に合わせて作成する計画です。地区によっ

て自然の特性や災害特性も異なるので、それらを踏まえた計画を作成することが
ポイントとなります。

③ 継続的に地域防災力を向上させる計画
地区防災計画は、１回作ったら終わりではありません。地区居住者などは、

定期的（毎年）見直しを行い、継続していくことが重要です。

６



共助の重要性 ⇒ 計画作成の必要性

◎ このような地域コミニュティにおける共助の働きを受け、災害対策基本法」が改正
○ 阪神・淡路大震災での教訓反映 ⇒ 1995年改正「ボランティアに関する規定が追加」
○ 東日本大震災での教訓反映 ⇒ 2012年改正「教訓伝承、防災教育の強化等に関する規定」
○「地区防災計画制度」が2014年4月施行、「地区防災計画ガイドライン」公表

◎ H26年～H28年度に地域コミュニティの活性化に向けて、
「地区防災計画モデル事業」が行われ、成果と課題を反映
⇒ 令和２年「地区防災計画の素案作成支援ガイド」（自治体職員向け）

◆ ８６区の自主防災会 ⇒ 防災に関する取組みに格差 ※ 計画作成、防災訓練、資機材備蓄等

裾野市の共助の現状

★ いつ災害が発生してもおかしくはない（蓋然性が高い）状況

■ 南海トラフ地震 ： Ｍ8～9クラスの地震発生確率 30年以内で70～80％
■ 富士山噴火 ： 宝永噴火1707年から317年が経過

◎ 災害発生時に対応できる準備が必要 ★ 特に、初動が重要

◇ 市として令和３年度より「地区防災計画」作成を奨励
◇ 地区防災計画作成要領は様々だが、まずは作成してみる事が重要！
⇒ 災害発生時の初動に焦点を当てて簡潔に作成
① 定型に当てはめて作成（フォーマット的な定型を市で準備）
② 危機管理課職員動員（区毎の担当を決め、作成に関する支援・助言等を実施）

★ 既存計画を保有する自主防災会は見直し機会として活用
★ 作成後、逐次内容を見直し、掘り下げ、拡充（深化）させる。

本来は、平常時・災害警戒時・復旧・復興時の各段階毎に詳細に作成するもの。

地区防災計画作成の作成

７



「共助」の重要性等 市内での格差の実感

◆ ８６区の自主防災会で防災に関する取組みに格差
「令和２年度防災モデル地区（遠道原区）訓練」令和２年10/4(日)生涯学習センタ－
「コロナ禍の特性を踏まえた避難所の開設・避難者受入れ」について実員訓練

※ 他自主防災会会長に研修をしてもらい（72区参加/85区）
訓練研修アンケートを実施

⇒ 防災意識や取組みに格差（計画作成、防災訓練、資機材（備蓄）等）

裾野市の共助の現状

★ いつ災害が発生してもおかしくはない（蓋然性が高い）状況

■ 南海トラフ地震 ：Ｍ8～9クラスの地震発生確率 30年以内で70～80％
■ 富士山噴火 ：宝永噴火1707年から317年が経過
■ 近年の異常気象 ：昨年度（6～7月）の梅雨前線停滞に伴う大雨対応等

◎ 災害発生時に対応できる準備が必要 ★ 特に、初動が重要

８



地区防災計画の定型（フォーマット）一例

■ 自分達が居住する地域の特性をしっかり把握！
〇 対象災害種別は？→浸水Or土砂Or火山？ 〇 危険個所は？（具体的に）

■ 自分達の防災体制（態勢）を確認！
〇 集まる場所は、誰が開ける・鍵は誰が保有？ 〇 避難要支援者は・誰がどのように助ける？

★ ここが一番重要！！
（ここをしっかり分析・把握）

９



地区防災計画の定型（フォーマット）一例

■ 編成・役割を明確化！ ※ 年度毎で変わる場合は、しっかりと申し受け・申し送りを実施
○ 既に決めている場合はその編成（各区の特性に応じて設定） ○ 平時と有事の役割を理解
★ 避難所の開設・運営は、自主防（避難者）も参加（災害時は、皆で協力！）

１０



地区防災計画の定型（フォーマット）一例

■ 地震災害時の行動等（基準）一例 ※ 既に保有計画はそれを使用、ない場合は作成に活用

具体名
を記入

１１



地区防災計画の定型（フォーマット）一例

■ 風水害時の行動等（基準）一例 ※ 既に保有計画はそれを使用、ない場合は作成に活用

１２



地区防災計画の定型（フォーマット）一例

■ 火山災害時の行動等（基準）一例 ※ 既に保有計画はそれを使用、ない場合は作成に活用
★ 富士山ハザードマップ改定・新たな避難方針に伴い避難対象地区・対象者数等が変更

１３

今年7/20の図上演習
でこの部分を作成



地区防災計画の定型（フォーマット）一例

■ 避難要領（流れ）イメージ ■ 知っておくべき防災拠点等

１４



地区防災計画の定型（フォーマット）一例

■ 防災拠点位置及び情報入手手段等
※ あらゆる手段を活用

■ 今後、拡充・深化すべき内容
※ 今回は、災害発生時の初動が焦点

１５



地区防災計画の作成奨励（令和4年度参考）
■ 職員の担当区分

■ 作成予定

担当職員区（自主防会） 名

芹澤課長久根、公文名１～５、三菱、中丸上・
中・下、天理町、滝頭、本茶

永田主幹
千福、御宿平山・上谷・新田・坂上・入
谷、上城、中村、下条、中里、田場沢、
森脇団地、上ヶ田

飯塚主幹石脇、佐野上宿・本宿・若狭、佐野二、
大畑、上町、緑町、元町

山本調整監須山１～４、須山６、十里木

担当職員区（自主防会） 名

勝又主査
町震１・２、舞台団地、南堀、和市、遠道
原、切久保、上原、上原団地、原、上須、
深良新田、岩波、

海野主査金沢、今里、下和田、呼子、矢崎、トヨタ、
御宿台、千福が丘、千福南、今里上

栗原主査
道上、峰下・市の瀬、鈴原、茶畑団地、青
葉台、和泉、富士見台、麦塚、新道、東町、
本通り、日の出元町、本村上中・下

安田主事
桃園、富沢、南町、二ツ屋一、二ツ屋二、
堰原、伊豆島田、水窪

市職員（危機管理、社会福祉、広域避難地班）
区長、自主防会長、民生委員、社協職員

１６



地区防災計画の作成奨励（令和６年度作成担任） １６

担任区（自主防）地区

久根東

公文名２東

公文名３東

公文名５東

稲荷アルミ東

中丸中東

中丸下東

天理町東

峰下市の瀬東

茶畑団地東

和泉東

新道東

本通り東

日の出元町東

本村上中東

本村下東

担任区（自主防）地区

石脇西

佐野上宿西

元町西

桃園西

富沢西

伊豆島田西

千福富岡

御宿上谷富岡

下条富岡

田場沢富岡

金沢富岡

今里上富岡

矢崎富岡

御宿台富岡

舞台団地深良

須山５区（十里木別荘地）須山



須山地区

下和田区

十里木高原
４区・別荘地

芙蓉森林地区
南富士２・３地区

新たな避難対象エリア区分
３４



土砂災害警戒区域該当の地域（区）

★ ３３コ区

【西地区】 【東地区】 【深良地区】 【富岡地区】 【須山地区】
久根区
土石流

４

公文名三区
急傾斜地

５

公文名四区
急傾斜地
土石流

６

公文名五区
急傾斜地

７

滝頭区
急傾斜地

８

道上区
急傾斜地

９

峰下市の瀬区
急傾斜地
土石流

10

鈴原区
急傾斜地

11

茶畑団地
急傾斜地

12

青葉台
急傾斜地
土石流

13

大畑区
急傾斜地
土石流

１

桃園区
急傾斜地
土石流

２

富沢区
急傾斜地
土石流

３

町震一区
土石流

14

南堀区
急傾斜地
土石流

15

上原区
急傾斜地
土石流

16

原区
急傾斜地
土石流

17

上須区
急傾斜地
土石流

18

岩波区
急傾斜地

19

千福区
急傾斜地
土石流

20

御宿新田区
急傾斜地

21

上城区
急傾斜地
土石流

22

中村区
急傾斜地

23

田場沢区
急傾斜地
土石流

24

上ケ田区
急傾斜地

25

金沢区
急傾斜地

26

今里区
急傾斜地
土石流

27

下和田区
急傾斜地
土石流

28

呼子区
急傾斜地

29

千福が丘
急傾斜地

30

須山二区
急傾斜地
土石流

31

須山三区
急傾斜地

32

別荘地内
急傾斜地

33

７



浸水想定区域該当の地域（区）

★ ４７コ区

【西地区】 【東地区】 【深良地区】 【富岡地区】 【須山地区】
石脇区１

佐野上宿２

佐野本宿３

佐野若狭４

佐野二区５

大畑区６

上町区７

緑町区８

元町区９

桃園区10

富沢区11

南町区12

二ッ屋一区13

二ッ屋二区14

堰原区15

伊豆島田区16

水窪区17

１１

該当なし。久根区18

公文名一区19

公文名二区20

公文名三区21

公文名四区22

稲荷アルミ区23

中丸上区24

中丸下区25

滝頭区26

本茶区27

道上区28

峰下市の瀬区29

和泉区30

富士見台区31

麦塚区32

新道区33

東町区34

本通り区35

日の出元町区36

本村上中区37

町震二区38

舞台団地区39

遠藤原区40

上原区41

深良新田区42

岩波区43

千福区44

御宿平山区45

御宿上谷区46

御宿新田区47

（17コ区）

（20コ区）

（6コ区）

（4コ区）


